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青目七卦

昨昭和 63年 12月 23日 の新聞は各社 とも

一斉に龍谷大学瀬田キャンパスの今春 4月 開

学を報道 した。前日の 22日 、大津市瀬田のび

わこ文化公園都市区域で建設が進められてい

る本学理工学部および社会学部の設置が正式

に認可されたからである。さる 2月 上旬には

入試が実施 され、両学部合わせて約 540名の

学生が入学、湖国に新 しい息吹が導入される。

また、同キャンパスには科学技術共同研究

センターおよび地域総合研究所の二つの機構

が同じく4月 から設置され (図 1)、 地域の産

業振興や社会教育などに協力することになっ

た。

筆者は昭和 61年夏頃か ら龍大 における理

工学教育 。研究組織設置の企画 と準備に関与

してきたので、その経緯 と構想を記 して滋賀

県産業界の方々への御参考に供 したい。

龍谷大学の歴史は寛永 16年 (1639年 )、 京

都西本願寺境内に学寮が設置されたのに始 ま

り、丁度本年が創立 350年 に当る。その記念

事業の一環 として打ち出されたのが理工系学
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図 1 龍谷大学瀬田キャンパスの機構概要

部の新設であつた。 しかし、何分にも文科系

学部に比べて財政的負担が大 きく、容易に結

論が出なかったと聞 くが、内陸工業圏である

にも拘 らず、県内に理工系大学を欠 く滋賀県

の熱心な誘致が実を結び、創設費の一部 とキ

ャンパス用地の提供を受けて理工系設置の計

画が決定 した。昭和 61年秋のことである。
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パーソナルコンピューターによるフラクタル

図形です。係数を変えるだけで様々な図形が生

まれてきます。



その後、文部省への設置申請に向けて莫大

な量の計画検討の作業が進んだが、幸いに京

都、大阪に近いという立地条件の良さからす

ぐれた教授陣を確保することができた。設置

する学科は外部の機関による調査結果を参照

にし、かつ産業界の現状からみて供給過剰気

味の分野を避け、卒業生がハイテク時代に即

応し、地域社会にお役に立つ分野を選択した

結果、数理情報学 (100名 )、 電子情報学 (80

名)、 機械システムエ学 (80名 )お よび物質化

学 (80名 )の 四学科ときまった。昔からの工

学部の三本柱 一一 機械、電気、化学に情報を

加えた四本柱である。個々の学科の内容は紙

数の都合で省略するが、物質化学科のみは筆

者の知る限り、前例のない名称なので少し註

釈をつけると在来の材料工学科に近いもので、

すがての先端技術の基礎 となる新素材技術者

の養成を目的としているが、すでに量産体制

に入った材料を主に教えるのではなく、その

基礎となる物質そのものの化学的な作 り方や

性質の測 り方を基礎から教育することを意図

としての新しい学科名称 と理解されたい。

学部名を工学部とせず、あえて理工学部と

したのは、将来益々顕著になるであろう学際

化、業際化に備えて、これからの科学技術は

理と工のドッキング、換言すれば科学技術の

基礎と応用の融合が不可欠であるという意識

に基づく。とくに 21世紀に向うわが国の科学

技術は在来のように欧米からシーズを導入し、

日本で改良、商品化して輸出するという形態

だけでなしに、日本自身が科学技術のシーズ

を創造し、それも輸出してゆくようにならな

いといけないという思いがこめられているl。

学生の教育に関する格別な配慮の二、三を

述べると、一つは科学技術者にありがちな人

間性の欠如に備え、豊かな人間性を育成し、

科学と人間の調和をはかることに留意し、科

学の研究や技術の開発も所詮は人間のために

あることを認識させること、もう一つは 3年

次末において企業にお願いして学外研修をあ

る期間課し、理屈通 りには必ずしもいかない

企業活動の一端を体験 させることをカリキュ

ラムとして実行に移すことである。 このよう

な教育を受けた理工学部出身者が、全国的に

はもとより、滋賀県産業界の地盤を固め発展

させることに貢献することを
i私

共は願って止

まないし、またそのためには地元の産業界 も

その受け入れのために質量 ともに発展 して頂

くようお願いしたい。

なお、他に比べて理学的要素が相対的に高

い数理情報学科および物質化学科の卒業生で

所定の教職課程を履修 した者は、中学および

高校のそれぞれ数学 。理科の教員免許状を取

得することができるので、産業界のみでな く

教育界での活動 も期待できる。

以上学部、学科の教育内容の構想が固まっ

てゆくのと平行 して、瀬田キャンパスの建設

が着々と進められた。キャンパスはJR東海

道線瀬田駅の南、バス 8分、瀬田地域から草

津にかけての丘陵地 (520ヘ クタール)に 整備

中の「びわこ文化公園都市」の西端に位置 し、

東隣の県立近代美術館、図書館、国立滋賀医

大などとともに一大文化 ゾーンを形成 してい

る。約 20万平方米の広大な敷地内にはすでに

1号棟、図書館、厚生棟、体育館が完成に近

く、開学間近に控えた雰囲気が漂っている(図

2)。 今年末には第 2期工事 として 2号棟およ

び実験棟が建設されるが、ゆくゆくは他の諸

施設の整備も計画されている。

理工学部の開設に先立って昭和 62年 4月

理工学研究所が発足し、昭和 63年度から実質

的な活動を始めた。それを記念して昨秋京都

において国際シンポジウム「21世紀の科学と

技術」を開催し、文化庁長官の記念講演を始

め内外専門家の講演とパネル討論がもたれ盛

況であったことは参加下さった読者の記憶に

新しいことであろう(日 刊工業新聞昭和 63年

12月 26日 号に特集記事参照)。

この理工学研究所は学部発足時に、『龍谷大

学科学技術共同研究センター』として粧を改

め、理工学部と密接な連係をもちながらも学

の内外と協力して科学技術の研究開発を推進
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図2建設が進む瀬田キャンパス(S6312撮影)

する全学的組織 として発足することになった。

学内の位置づけは他の研究所 と全 く同格であ

るが、近年国立大学において文部省が積極的

に設置 している産学協力の拠点組織である

『共同研究センター』(例 えば神戸大学の共同

研究開発センター)を参照し、学外とくに地

域に開かれた大学の窓口機構 として、極端な

表現ではあるが、どなたでも下駄ばきで技術

相談に駆けこめるようにとの思いをこめた名

称を採択した。筆者の知る限り私学としては

おそらく全国最初の組織であろう。

その機構は図 2に示すとおりで、学内同士

あるいは他大学や国公立研究機関との共同研

究などをプロジェクト研究部で推進する一方、

技術協力部では地域 との交流を主たる業務 と

し、この中で育つたプロジェクトはさらにプ

ロジェクト部で展開することになる。学外と

くに産業界 との密接な意思交換、連絡調整を

はかるためセンJタ ーに産業界からなどの学外

者を含む連絡協議会を設けている。機構がい

くら立派でも所詮は人である。学内外の方々

の理解 と努力によってこの機構が順調に育成

され、大学と学外、とくに県工業技術センタ

ーや地元産業界 との間での健全な協力による

相互の活性化に有効な役割を果たすことを願

って止まない次第である。
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誌上ゼミナール

木板、ボードの

異常点を検出する方法
滋賀県技術相談役 松  本  欣  ニ

1.必要性 と処理方法

今日では機械の自動化をはかるため、コン

ピュータの画像処理を利用 して、雑多な画像

の中から或る特定の画像の部分を抽出したい

という要求が多い。 この目的には個々の場合

に応 じた工夫 と、一般的な処理を必要 として

いる。木板を家具の材料 として使用する場合

には、節やひび割れを切 り取って、のこりの

部分を接着 し、一枚の板 として使用 している。

この場合節やひび割れを見わけるには人間の

目にたよっているが、これを機械化 したいと

いう要求がある。 ところが木板には多数の年

輪があり、 この中から節やひび割れだけを抽

出するのはかな りむつかしい。ボー ドについ

ては布 目があり、その中から異物あとだけを

抽出するのもかな りむつかしい。一般にコン

ピュータで画像処理をする場合、雑多なもの

を含んだ画像の中から、目的物だけを抽出す

るような問題は多いが、 ここで取 り上げたも

のもその 1例である。例 として図 1の年輪の

濃い木板の節 と虫 くい、図 2の年輪の淡い木

板の節 とひび割れ、図 3の ボー ドの異物あと

を取 りあげる。

木板、ボー ド等の異常点の濃度は、一般に

他の部分に

'ヒ

ベ暗い場合が多い。本研究では

その点に注目して、適当な閾値を設定 して画

像を 2値化 した。機械化するにはこの閾値を

どのようにして自動設定するかが大 きな問題

である。今回はラプラシァン・ ヒス トグラム

法(1)を 用いた。図 4(a)の ように、対象物 と

背景 とを分離する閾値は二つの境界部分にあ

ることを利用する。図 4(a)の 二次微分を

とると、図 4(b)の ようになり、図 4(a)

の対象物→背景、背景→対象物へ変化する部

分のラプラシァン値の絶対値が大 きくなって

現れる。そこでラプラシァン値の絶対値の大

きい画像のみを対象 とした境界濃度 ヒス トグ

図 1 木板の節と虫 くい (試料 1)

図2 木板の節 とひび害」れ (試料 2)
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図3 ボー ドの異物あと (試料 3)
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図4 ラプランアンヒストグラム法

ラムを作ると図 5の ように双峰的になる。 こ

の 2つ の峰の間に閾値があるとする方法であ

る。

閾値をどのように設定 しても、濃淡画像を

2値画像に変換 しただけでは異常点を明確に

識別することは困難であるから、次の二つの

方法を後処理 として加えた。

1)運結領域の面積による異常点の抽出

2値化された画像には、異常点のほかに、

比較的濃度の濃い年輪の部分、試料板の凹凸

により生ずる影の部分、カメラの雑音が含 ま

れている。一般に、異常点の面積は比較的大

きい。たとえば木材の節及びきずは数百～数

千画素Ⅲヒ武割れは数十～数百画素である。

これに対して、異常点以外の連続した黒領域

の面積は数画素～数十画素である。したがっ

てある一定の面積を定めてそれ以上の面積を

もつ連続した黒領域を異常点と見ることがで

きる。

ii)年輪の腕曲部と異常点の識別

本研究に使用した試料板では年輪の色の濃

い木板の年輪の腕曲部が、1)の面積法では削

除できなかった。年輪の方向と垂直な方向を

X方向とし、年輪の座標で、X方向の位置が

最小 と最大 となる画素の座標 をそれぞれ

図5 境界濃度 ヒス トグラム

(y2,Xl)

(yl,Xl)

年輪の腕山部

節

MAX

(y2,X2)

(yl,X2)

MAX

MIN

MIN

ヒビ割れ
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図6 年輪腕曲部の識別
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MIN徹 ,れ )、 MAX a,娩 )と する。長方

形 (Й , れ)、 (Й , 娩)、 (ヵ , ヵ)、 (ヵぁ れ)の

面積 とその中に含 まれる黒領域の面積の

'ヒ

を

とると、年輪の腕曲部では小さく、節では大

きくなるので両者を区別することができる。

図 6の通 りである。一方ひび割れの場合、面

積比は小さくなる場合が多い。 ところが、領

域全体の面積 と、長方形内に含まれる領域の

面積の上ヒをとれば、年輪の腕曲部では比が小

さくなるが、ひび害」れでは大 きくなる。以上

のことをまとめると、長方形の面積 とその中

に含 まれる黒領域の画素数の比が小さく、か

つ黒領域全体の面積と長方形の中に含まれる

黒領域あ画素数の比が小さいものは年輪の腕

曲部と見なして削除する。

2.実 験 結 果

異常点と背景を分離する閾値は、ごく一部

をのぞいて存在することがわかった。分離で

きなかったのは、画像の入力時における照明

のむらに起囚するものであつた。閾値の設定

が不可能であつた異常点は次のものがあつた。

i)年輪の色の濃い木板の小さなひび割れ。

年輪を消そうとすると、ひび割れの一部が

消えてしまう。

1)ボードにおける濃度のうすいきず、及び

汚れ。ボードの場合、表面の凹凸が激しく、

凹部の影が多数残る。そのため色のうすい

異常点は、凹部の影のため消されてしまう。

照明のむらをへらせばこの問題は解決する。

本方法を図 1、 図 2、 図 3の木板及びボー

ドに適用して、 2値化したのが、それぞれ図

7(a)、 図 8(a)、 図 9(a)で ある。目的と

する異常点以外の図形も多いが、節、きず、

ひび割れ等の異常点は表示されていることが

わかる。

面積による異常点の抽出で問題 となるのは、

抽出する黒領域の最小面積をどの程度に設定

す るか とい う こ とで あ る。実験 の結 果

50～ 100画素程度に設定すれば、誤抽出がな

いことがわかった。この方法で検出できなか

った異常点として、次のものがあつた。

1)木板のひび割れで寸断しているものにつ

いては、その一部が欠けてしまう。

五)面積が 17～34 mm2程 度以下の小さな異

常点が消えてしまう。

前)ボードの場合、照明のあて方が悪いと、

異常点のほかに、それにつながる凹部の影

がかなり大きく残る。これらは面積による

抽出処理では抽出不可能で、形状によるパ

ターン認識で抽出しなければならない。面

積による処理は、大まかな異常点の抽出処

理としてはすぐれている。

形状による抽出処理は、その形状を表わす

基本パターンを作成し、それに属するものを

抽出できれば理想的である。しかし、木板や

ボードの異常点の場合、異常点の種類が多ぷ、

しかも各々の異常のなかでも、様々なパター

ンがあり、基本パターンの選定は非常にむつ

かしい。そこで本実験では、比較的多 く発生

する誤抽出されたものの基本パターンを作 り、

図 6の識別処理をとつた。

図 7(a)、 図 8(a)、 図 9(a)の図形に対

し、先づ面積による抽出処理、次に形状によ

る抽出処理を実施 して、それぞれ図 7(b)、

図 8(b)、 図 9(b)の 図形が得 られた。 これ

らの図形を、それぞれ元の図形図 1、 図 2、

図 3の該当する部分 と比較すれば、異常点が

かなりよく抽出されていることがわかる。

参 考 文 献
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図7(a)試料 1の 2値画像

図7(b)試料 1の異常のみを抽出 した2値画像
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図8(a)試料 2の 2値画像

図8(b)試料 2の異常のみを抽出した2値画像
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図9(a)試料 3の 2値画像

図9(b)試料 3の異常のみを抽出 した2値画像
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技術本目談コーナー
Q&【 A

精密測定と温度について

Q
同じ物でも温度によって、寸法が違 うと言いますが、図面などに示されている寸法は何

度の時の値を言うのでしょうか。

表 1

A~擁
ほ竃樫著盟3attξ ttfごたじ

て仲縮します。即ち同じ物でも測定した時の

温度が異なると寸法が異なることになり、図

面寸法と合わない、孔に軸が入らない等 トラ

ブルがHこ こります。

そこで、試験場所の標準状態(JIS Z 8703)

として測定温度が決められています。寸法測

定な どの精密測定 においては標準温度 は

20°Cで す (な お、業界 や分野 に よって は

23° C、 25°Cの場合も使われています。また湿

度についても決められています。表 1参照)。

当センターの精密計測室は恒温室になってお

り標準温度状態 20± 0.5℃に保たれています。

温度の許容差は表 2の ように決められており、

センターは測定室は 0.5級 と言うことになり

ます。

A :`骨
ヨ!よ ::;:|こ号ニモウξ音千髯

`二

与::ミ身与fi肯:与芽

と測定器の正確な温度がわかれば補正するこ

とができます。

全ての工場に恒温室を置 くことは大変です

し、要求精度以上の精度で測定する必要もあ

りません。そのため、温度がどれ くらい寸法

標準状態の例

温 度 ℃ 湿 度 %
分 野

精密測定器 20 58

電気計測器 23, 20 35～ 75

電子測定器 20,23,25,(27)※ 」

25測光関係

プラスチック関係 23 50

繊維関係 20 65

金属(試験の指定条件) 20,(23)※ 2

23硬 さ試験

MIL規 格 23, 25 45～ 55

Xl IEC規 格による。 粒 ISO弗己格による。

表 2

許 容 差 ℃級   別

温度 05級 ± 05

温度 1 級 ± 1

温度 2 級 ± 2

± 5温度 5 級

温度 15 級 ±15

に影響するかを知っておくことが肝心です。

少し、計算式が出ますが幸抱して下さい。

1)温度が △T℃だけ変化 した時、長さL

mmの被測定物が △L mm変化したとすると

△L=ル・△ToL       ………式(1)

α:熱膨張係数 (/° C)

熱膨張係数 αは材質により異な り表 3の よ

【備考】温度15級は標準状態の温度20℃ に対してだけ用い

る。なお,5～ 35℃ の温度範囲を常温という。

当社では寸法測定のための室を設けて測定中に外気等により温度が変化しないようにし

ています。しかし温度を完全に一定にすることは難しく、まして、ちょうど 20° Cの温度

にすることはできません。温度の違いによりどれぐらい寸法精度に影響があるのでしょ

うか。また、温度補正する方法はないのでしょうか。

―- 12 -―



うに求められています。

たとえば、 lmの炭素鋼材が標準温度より

1°C高いと、表 3よ り

α=11.5× 106=0.0000115/° C

式(1)よ り

△ L=0.0000115× 1°C× 1,000 mm

=0 0115 mm

=11.5μm 長いと言うことです。

2)し かし、 この寸法を測定する場合、比較

測定の基準 となるブロックゲージも温度 1℃

高 くなってお り、その熱膨張係数 も2=(11

5± 1.0)× 106(JIsで決められている)であ

るため、同じく11.5μ m長 くなります。よっ

て、同じ温度で測定していれば誤差は無いと

言えます。

3)誤差の算出式は

被測定物の標準温度における長さ=Ll
被測定物の温度=(20+Tl)℃
ブロックゲージの温度=(20+T2)° C

被測定物の α=21

ブロックゲージの α=22

とすると、浪」定値 Lは

L=(1+α l・ Tェ )/(1+22・ T2)° Ll

よつて誤差 εは

表3各種材料の熱膨張係数

ε=(1+21・ Tl)/(1+22・ T2)° Ll― Ll
― ………式12)

となります。

4)lmの アルミニウム (α =0,0000238)を

30℃の室温で測定した場合 式(2)よ り

ε=(二 十0,0009238・ 10)/(1+0.0000115

。10)。 1,000-1,000

=0。 123 mmの測定誤差がでます。

逆に測定値 Lか らε=0。 123 mmを差 し引い

て補正すれば正確な値が求められます。

5)機械加工直後の物 (35° C、 lm)を 測定

した場合、室温 25° C、 2=0.0000115と すると、

式(2)よ り測定誤差 ε=0.345 mmと なります。

なお、室温 との温度差が大きいと被測定物

の温度がどんどん下がってくるため測定値が

安定せず、測定精度が悪いことに気付かれる

と思います。

しかし、温度差が数度のときは温度変化が

少なく測定値が短時間ではほとんど変わらな

いため測定精度が出ていると勘違いする場合

があります。 1°Cの 温度差で lm当たり35

μmの誤差がでます。高精度を要求される場

合は、被測定物 と測定器の温度を正確に測定

し、補正することが必要です。

23 0

26 7

22 6

90

19 5

30

89

79

05

7  ～ 25

3 ～ 45

05～ 55

10  ^ヤ 15

(錫 )

鉛

ン

金

銀

陶        器

ク ラ ウ ン ・ ガ ラ ス

フ リン ト・ ガ ラ ス

石 英  ガ ラ ス

塩 化 ビ ニ ル 樹 脂

フ ェ ノ ー ル 樹 脂

ポ リ エ チ レ ン

ナ  イ  ロ  ン

ず

　

　

ラユ

す

亜
　
トン

白

92～

10  ～

11    ―́

13  ～

12

11

014～

18 5

17 5

18 5

23 8

13 0

14 2

118

13

13

15

2・

鋳        鉄

炭   素   鋼

ク コ ー ム 鍋

ニ ンケル・クロ_ム鋪

鉄

58%ニ ッケル・鉄合金

36%ニ ッケル・鉄合金

銅

ウ

青

賛

ア

ニ

鋼

鋼

ム

ン  ケ  テレ

含

熱膨張係数(× 10~6/℃ )1材
|纂膨張係数(Ж l材   料
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試蔽研究機器紹介

昭和 63年度自転車振興会補助機器

OX線応力測定装置

X線応力の測定原理はX線の回折を用いて

金属材料、無機材料等の結晶の格子面間隔を

測定し、その歪から試料表面に存在する残留

応力を測定する方法です。

この方法をもちいて鉄鋼材料等の部材や部

品の残留応力を非破壊的に非接触で測定する

ことができます。

また試料表面を電解研磨等を施すことによ

り、試料表面から深さ方向の残留応力情報が

得られます。

このことにより、機械部品等の強度評価、

破壊原因等について検討することができます。

本装置は材料の残留応力の他に鉄鋼材料の

焼入で問題になる残留オーステナイの測定も

可能です。

O非接角虫三次元測定機

この測定機は測定物に接触することなく三

次元寸法の測定を行なうものです。

測定物の座標系における座標値、二点間距

離、段差、角度等を測定することができます。

そして非接触測定の特徴を生かして、接触測

定では困難であつた軟かい物、薄板物、小物

等の測定を容易に行なうことができます。

高さの測定およびワークエッジの検出はZ

軸先端に取付けられた CCDカ メラのオー ト

フォーカス機能および画像処理により自動的

に行ないます。

またティーチング機能を利用することで高

速の自動測定が可能です。

(仕 様 )

(1)ゴ ニオメータ

光  学  系 :平行ピーム法

応 力 測 定 法 :側傾法、並傾法 (2軸揺動)

検出器走査角 :120～ 170° (2θ )

X線 管 球 i Cr、 cu

鬱)X線 カメラ (背面反射カメラ)

0 残留オーステナイトの定量

(4)ゴニオメータコントローラ

応力、半価巾、残留オーステナイ ト、テス

ト、半価巾 6点法、半価巾 4点法、放物線

近似 4点法、放物線近似 2点法

奮
軽
韓
糠
♯
露
工
■ 鹸

に
観

範

櫛

定

仕

沢 囲

測定物最大質量

各軸測定精度

Ｘ

Ｙ

Ｚ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｋｇ

U95=(2.5+4L/1,000)μ m
L:任意測定長 (mm)
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O高速度 ビデオ          す

肉眼では捕えることのできないような高速

現象をビデオカメラで撮影 し、その場でスロ

ー再生 して解析する装置です。

生産 自動機の トラブルシューティング、あ

るいは各種製品の挙動解析等速い動きを目視

観察可能にし、 また被写体 としては機械装置

に限らず、液体、粉体等非定形な物体をも対

象にすることができます。

撮影 した画像から、位置および速度を求め

ることができ、 また 2台 のカメラにより異な

る方向から同時に現象を観察・記録すること

も可能です。

そして捕えた現象を一般のビデオレコーダ

ーにダビングした り、静止画をビデオプリン

タに出力してハー ドコピーが取れます。

また、システムは可搬式になってお り、撮

影場所を選びません。

(仕 様 )

録 画 速 度

再 生 速 度

毎秒 1,000コ マ (分害」フレーム

で毎秒 6,000コ マ)

毎秒 30コ マおよび 4段階のス

ロー再生

コマ送 りまたは静止画

14イ ンチ白黒

日付、時間、経過時間、識別番

号、X一 Y座標、録画速度、他

夕

一不表

ニ

タ一

モ

｛ア

中小企業庁技術開発研究費補助機器

O小型CIP試験装置

本装置は、査品の高圧処理試験を目的とし

た小型装置です。食品に 1,000～ 10,000気圧

の高い静水圧を作用させると、加熱したと同

様に殺菌やタンパク質のゲル化等を行うこと

ができます。しかもカロ熱と異なり熱変化を伴

わないため、素材の風味、栄養を保つことが

できることなどの特徴があります。

高圧発生の方法は、パスカルの原理により

ます。油圧装置により低圧ピス トンを駆動さ

せ、低圧ピス トンに連結されたカロ圧ピス トン

が処理室内の蒸留水を圧縮し超高圧を発生さ

せます。処理室内の圧力は、低圧ピス トンの

受圧面積Aと 力日圧ピス トンの受圧面積 Bの
'ヒで決まり、本装置における増圧比は 10倍 とな

っています。

(仕 様 )

最高使用圧力

使 用 温 度

容 器 内寸 法

圧 力 媒 体

昇 圧 時 間

7,000 kgf/c■12

常温～60°C

φ60mm× h200 mm

蒸留水

O kgf/cH12か ら7,000 kgf/

cm2ま で 90秒

15
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滋賀県先端技術開発促進事業

補 助 金 等 の 募 集

県では毎年、中小企業が行う先端技術分野および地域産業に係る新製品開発や新技術開

発を促進するため、補助金を交付しています。

平成元年度の募集は、次のとおり行なわれますので、是非御利用下さい。

募集期間

受付窓口

5月 1日⑪～ 5月 31日 17n

県商工労働部商工課振興係

0775-24-1121 (F村 )2338

問合せ先 県商工労働部商工課振興係

0775-24-1121 (内 ) 2338

工業技術 セ ンター 0775581500

信 楽 窯 業 試 験 場 0748821155

繊 維 工 業 指 導 所 0749621492

機械金属工業指導所 0749222325

滋賀県先端技術開発促進事業補助金

第 1種研究

開発型企

第lz種研究

開発型企業枠

滋 賀県地域産 業

技術改善費補助金

補 助 金

の 種 別
先 端 技 術 枠

中小企業者の行 う

新製品 。新技術の開

発に要する経費に対

する助成

概  要

中小企業者の行 う

先端技術分野に係る

新製品 。新技術の開

発に要する経費に対

する助成

ベンチャービジネス (研究開発型企業 )

の行う新製品 。新技術の開発に要する経費

に対する助成

次の要件をすべて満たす中小企業者

(1)過去 2期ないし3期にわたり研究開発

費が売上高の 3%以上あること

(動 会社設立後または新事業進出後10年以

内の者、若しくは本開発を行 うことによ

り新事業に進出しようとする具体的計画

を有する者

(9 大企業に実質的に支配されていないこ

と

14)未上場企業であること

中小企業者または

その団体

補  助

対 象 者

中小企業者または

その団体

―- 16 -―



杉 彰 杉 彰 彰 影 柁 ン h≧ ッ

(1)

∫ 同左

(4)研究開発型企業である旨の説明書 (所

定の様式による)

に

～

は

低

同左

(呻 技術改善計画書

(所定の様式によ

rる 。)

似)定款

13)過去 2年間の損

益計算書

(4)過去 2年間の貸

借対照表

補助対象経費の2/3

以内で、1件 当り100

万円以上 500万円以

下

補助対象経費の%
以内で、1件 当り300

万円以上 1,000万 円

以下

補助対象経費の2/8

以内で、1件当り100

万円以上 700万円以

下

補助対象経費の%
以内で、1件当 り200

万円以上 500万円以

下

新製品・新技術の開発に要する経費のうち次に掲げる経費

(1)原材料および副資材の購入に要する経費

12)構築物の購入、建造、改良、据付け、借用ま

たは修繕に要する経費    
´

13)機械装置または工具器具の購入、試作、改良、

据付け、借用 または修繕に要する経費

樅)外注加工に要する経費

(耐 技術指導の受入れに要する経

費

(0 知事が特に必要と認める経費

前記の者が行 う新

製品・新技術の開発

事業

前記の者が行 う新製品・新技術の開発事業

前記の者が行 う次

の分野に係る新製

品 。新技術の開発事

業

(1)エ レクトロエク

ス関連技術

12)新素材関連技術

(3)メ カトロニクス

関連技術

(4)バイオテクノロ

ジー関連技術

(耐 その他知事が適

当と認める先端技術

ァー 17-―
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滋賀県では、中小企業の経営基盤の強化 とその振興発展に資することを目的に各種の融

資制度を設けています。

このうち進展する高度技術化、情報化等に対応する中小企業の自助努力を金融面から援

助するため「技術開発資金」「先端設備導入資金」の融資を行つています。

これらの融資制度の概要は、次のとおりです。せいぜいご利用下さい。

>技術開発資金

○資 金 使 途 新技術 。新製品の研究開発、

商品化および企業化に要する

資金

○融資対象者 中小企業者、事業協同組合、

企業組合、事業協同小組合、

協業組合および商工組合

○対 象 事 業 ①生産 。加工 。処理に関する

新工法・新システムおよび

新技術 (改良)の研究開発

②先端技術の研究開発

③新物質・材料の研究開発

④省資源・省エネルギーに関

する技術の研究開発

⑤公害防止に関する研究開発

⑥新製品の研究開発

⑦その他中小企業自らの振興

開発あるいは経営の合理化

安定化に貢献することとな

る研究開発

③上記各研究開発の成果に基

づ く企業化、商品化事業

○融資限度額 所要資金の80%以 内で 5,

000万 円以内

○融 資 利 率 年 5.5%(ただし、信用保証

協会保証付の場合年 5.2%、

技術開発の所期の目的を達成

したと認められる場合 2年目

以降年 2.7%)

○融 資 期 間 10年以内

O償 還 方 法 据置 1年以内割賦償還

○担保・保証 取扱金融機関所定

>先端設備導入資金

○資 金 使 途 先端設備の導入またはエネル

ギー対策に要する設備資金

○融資対象者 中小企業者、事業協同組合、

企業組合、事業協同小組合、

協業組合および商工組合

○融資限度額 所要資金の 80%以 内で 3,

000万円以内

○融 資 利 率 年 5,0%(ただし、信用保証

協会保証付の場合年 47%)
○融 資 期 間 10年以内

○償 還 方 法 据置 1年以内割賦償還

○担保・保証 取扱金融機関所定

両資金の申込先および取扱金融機関は次の

とおりです。

●申込先

中小企業者→各商工会議所、各商工会

協同組合等→中小企業団体中央会

。取扱金融機関

商工組合中央金庫、滋賀銀行、びわこ銀行

信用金庫、信用組合の県内各本支店

なお、資金の借入を希望する場合、技術開

発事業計画書 または先端設備導入計画書の提

出が必要 となりますので、その作成等につい

て事前に工業技術センター等の県立試験研究

機関にご相談下さい。

―- 18 -―
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技術アレ イヾザエ・巡回技術指導制度を利用しましょう。′

技術ア ドバイザー制度

豊かな着想と斬新なアイデアによる新製品、

新技術の開発等中小企業独自では、解決困難

な製品または製造工程等に関する技術的諸問

題解決のため、県に登録されている豊富な知

識と経験を有する技術アドバイザーを派遣し

て、中小企業の新製品、新技術の開発を促進

させるとともに中小企業の技術の向上を図る

制度です。

指導依頼の手続きは簡単です

工業技術センター t(0775-58-1500)

信楽窯業試験場    (0748-82-1155)

繊維工業指導所    (0749-62-1492)

機械金属工業指導所  (0749-22-2325)

県内中小企業者

のいずれかに御連絡いただければ、直ちに

所定の申込書をお送 りしますので、それに

よって申し込んで下さい。

対象企業 中小企業

指導の方法

企業からの依頼の内容を検討して最も適

切な技術アドバイザーを選定し、直接企業

の現場で指導を行います。 1企業当りの年

間指導日数は原則 として 5日 間です (最大

10日 間以内)。

指導料その他

指導料は無料で実施するとともに企業秘

密は厳守します。

工業技術センター等

指導依頼 (申 込)

指導終了の成果報告
>

技術ア ドバイザー
出張要請

指導報告等
―

」

技術指導

現地へ出向 く

巡回技術指導制度

中小企業の技術問題は、その技術水準、.地

域、業種などにより異なっているため、技術

向上のためには、直接生産現場の実態に即応

した生産技術の改善を図る必要があります。

このため、民間の技術者等の専門家と工業

技術センターの技術職員からなるチームを編

成して、中小企業の工場を巡回し、生産技術

上の問題点を究明するとともに、改善の助言

を行い生産全般の技術的問題解決の支援をす

る制度です。

この制度には企業規模によリー般巡回技術

指導 (原則 として 20人 を超える中小企業)、

簡易巡回技術指導 (原則 として 20人以下の小

規模企業)、 また公害問題に対処する公害防止

巡回技術指導の 3種類があります。

指導依頼・指導料

技術アドバイザー制度と同様です。

指導の方法

企業からの依頼の内容により技術指導チ

ームを編成し、依頼企業の現場において原

則 として 0.5日 ～ 2日 間指導を実施します。

19 -―

指導内容の把握

新技術、新製品の開発・改善・

改良・導入技術などがわからな

依頼事項の分析

指導事項に最適な技術ア ドバ

イザーの選定
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を
調

べ
、
内
部
熱
応
力

の
最
小
点
を
見
出
す
、
す
な

わ
ち
最
適
濃
度
勾
配
を
決
定
す
る
こ
と
が
重
要

と
な

り
ま
す
。

二
、
研
究
の
現
状

以
上
の
よ
う
な
材
料
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
の
研
究
と
し
て
い
く
つ

か
の
研
究
機
関
が
分
担
し
て
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
し
て

総
合
的
な
開
発
を
行

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

そ
の
概
要
は
、
材
料
の
設
計
、
材
料
合
成
お
よ
び

性
能
評
価
の
二
部
門
か
ら
な
り
、
相
互
の
協
力
の
下

に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
設
計
部
門
は
実
際
の
使
用
条
件
に
合
わ
せ

て
最
適
な
傾
斜
組
成
と
製
造
方
法
を
設
計
す
る
こ
と

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
材
料
配
合
や
実
験
条
件
に
関
す

る
ソ
フ
ト
を
作
り
、
材
料
合
成
の
方

へ
つ
な
げ
ま
す
。

材
料
合
成
部
門
は
、
実
際
の
機
能
を
持
ち
得
る
傾

斜
機
能
材
料
の
合
成
法
を
確
立
す
る
た
め
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
門
の
具
体
的
な
方
法
と

し
て
は
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ
お
よ
び
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
、
粒
子
噴
射
法
、

溶
射
法
、
自
己
発
熱
反
応
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

評
価
部
門
に
つ
い
て
は
、
材
料
内
部
の
熱
的
、
力

学
的
特
性
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
方
法
で

は
測
定
も
困
難
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
全
く

新
し
い
評
価
方
法
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
設
計
部

門
に
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

が
急
が
れ
ま
す
。

二
、
応
用
と
将
来
の
展
望

現
在
の
と
こ
ろ
傾
斜
機
能
材
料
は
熱
応
力
緩
和
を

主
眼
に
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
概
念
を
応

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
範
囲
な
分
野
へ
の
応
用
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

人
工
歯
、
骨
、
関
節
な
ど
に
も
、
従
来
の
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、
生
体
反
応
の
良
い

も
の
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人

工
臓
器
の
実
用
化
も
傾
斜
機
能
材
料
の
特
質
を
生
か

せ
そ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
医
学
分
野
の
外
、
電
磁
気

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ｏ
セ
ン
サ
な
ど
へ
の
応
用
展
開
も

十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
の
化
学
合
成
に

よ
る
い
ろ
い
ろ
な
部
門
に
進
出
し
て
い
く
可
能
性
を

秘
め
た
材
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

従
来
の
科
学
技
術
の
進
展
と
と
も
に
、
傾
斜
機
能

材
料
の
利
用
分
野
は
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
現

段
階
で
は
、
と
り
あ
え
ず
熱
応
力
の
緩
和
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
、
ま
す
ま
す

多
様
な
社
会
の
発
展
に
呼
応
し
て
、
考
え
も
及
ば
な

か
っ
た
分
野
へ
の
応
用
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

熱応力緩和以外の傾斜機能の波及効果

応 用 分 野 特性・組成
期待 される

機能 効果

rol放射線性,耐熟応力

低 Z性
電気絶緑性

透光性,耐放射線性

〈核的機能〉 第一畦 とその周辺材料

(リ ミタ, ダイバータ )

電気絶緑材料

(ト ーラス騰造用,超電導

用 )

プラズマ計激1,制 御用窓材

セラ ミックスと金属

ガラスと金属

プラスチ ノタと金属

異種の金属

異種のセラ ミンク入

異種のプラスチ ノク

〈接合機能〉

従未は不可能で

あった材料が強

回に接合できる

セラ ミンクスエンジン

llll摩能性機械部品

耐熱性機械部品

耐腐触性機械部品

その他機械部品

〈医学,生体的機

能〉

従来の材料 より

生体適合性,信
頼性の向上が期

待される

人工歯

人工骨

人工関節

人工臓器

セラ ミ /ク スの気孔分布

の制御

セラミックスとプラスチ

/ク

セラ ミ ンクスと金属

生体用有機材料の傾斜組

成制御

〈電気的磁気的

機能〉

特性の向上,軽
量化,小 1ヽ化が

可能 となる

セラ ミ /ク フィルタ

セラ ミック発振子

超音波振動子

磁気デ ィスク

永久磁石,電磁石

3次元複合電子部品

化合物半導体

とと成 IC
長寿命ヒー タ

圧電体の傾斜組成

磁性体の傾斜組成

金属の傾斜組成

化合物半導体の傾斜組成

〈センサ〉

測定精度の向上

苛酷な環境下で

の淑1定

マウン トー体化センサ

媒体 とマ ンチングのよい音

響センサ

超音波診断装置

感度の空間的分布のあるセ

ンサ

センサ材料 とマウン ト材

料の間の傾斜組成

圧電体の傾斜組成

〈光学的機能〉

性能の向上

高性能 レーザロ ンド

大 日径 GRINレ ンズ

光デ ィスク

光学材料の傾斜組成

<化学的機能〉 機能性高分子膜

反応容器

触媒
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知識

最
近
の
材
料
、
特
に
機
能
性
材
料
の
性
能
向
上
は

著
し
く
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
応
用

・
適
用
範
囲
が

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
不
可
能
で
あ

っ

た
こ
と
が
可
能
と
な
る
場
合
も
多
々
想
定
さ
れ
、
ま

す
ま
す
夢
が
ぶ
く
ら
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
こ
で
は
、
二
十

一
世
紀
の
材
料
に
ぶ
さ
わ
し
い

傾
斜
機
能
材
料
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

を
記
述
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

傾
斜
機
能
材
料
と
は

耳
な
れ
な
い
こ
の
こ
と
ば
、
傾
斜
機
能
材
料
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
″傾
斜
″
と
は

傾
む
き
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
皆
様
が
連
想

さ
れ
る
の
は
斜
め
の
線
、
例
え
ば
坂
道
や
す
べ
り
台

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
く
そ
の
と
お
り
で
、
材

料
の
特
質
が
あ
た
か
も
坂
道
を
上
下
す
る
よ
う
に
、

順
次
無
段
階
で
傾
斜
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
材
料
は
今
ま
で
に
も
あ
り
ま
す
。
軟
鋼
に
表
面
か

ら
炭
素
成
分
を
含
浸
さ
せ
焼
入
れ
し
た
浸
炭
処
理
し

た
も
の
は
、
表
面
は
硬
く
内
部
は
軟
か
く
靱
性
が
あ

る
た
め
、
電
車
の
草
軸
な
ど
あ
ら
ゆ
る
箇
所
の
耐
摩

耗
材
料
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
見
る
と

強
度
が
中
心
部
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
い
う
傾
斜
機
能
材
料
と
は
そ

の
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
も
っ
と
革
命
的
は
も
の
な

の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
内
部
の
境
界
を
な
く
し
、
機
能
を
連

続
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
熱

応
力
を
緩
和
さ
せ
、
耐
熱
性
と
遮
熱
性
が
非
常
な
温

度
差
で
も
発
揮
で
き
る
よ
う
な
材
料
を
い
い
ま
す
。

宇
宙

・
航
空
産
業
、
原
子
力
関
係
、
そ
の
他
、
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
こ
の
よ
う

な
材
料
の
出
現
が
待
た
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
外
表
面
は
、

大
気
圏
突
入
時
に
は
二
千
度
Ｋ
に
な
り
、
現
在
は
耐

熱
合
金
の
上
に
特
殊
な
断
熱
タ
イ
ル
な
ど
を
用
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
核
融
合
炉
の
内
壁
は
六
千

度
Ｋ
の
ガ
ス
に
曝
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
外
表
面
と
内
部
の
急
激
な
温
度
差
は
、
通

常
は
吸
収
し
に
く
く
、
熱
膨
脹
の
差
と
な
っ
て
表
わ

れ
、
亀
裂
や
性
能
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

超
高
温
や
超
低
温
に
よ
る
く
り
か
え
し
使
用

（熱
衝

撃
と
い
い
ま
す
。
）
が
あ
る
と
、　
一
層
顕
著
に
な
っ
て

き
ま
す
。

日
本
で
も
二

ヽ
十

一
世
紀
に
は
宇
宙
往
還
機
が
飛
ぶ

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
熱
衝
撃
に
耐
え
る
傾
斜
機

能
材
料
の
開
発

・
実
用
化
が
急
務
な
訳
で
す
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
と
金
属
の
性
質
を

一
つ
の
材
料
の
中
で
、
そ

の
機
能
を
あ
た
か
も
斜
め
の
線
を
引
い
た
よ
う
に
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
さ
せ
、
熱
影
響
を
吸
収
緩
和
し
て
い

く
材
料
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

傾
斜
機
能
材
料
は
新
し
い
概
念
に
基
づ
い
て
い
る

た
め
、
そ
の
材
料
設
計
に
は
未
知
の
分
野
が
大
半
で

す
。
現
段
階
で
は
耐
熱
金
属
と
耐
熱
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を

非
常
に
微
視
的
な
分
野
、
す
な
わ
ち
、
分
子
レ
ベ
ル

で
混
和
さ
せ
徐
々
に
成
分
を
変
え
て
い
く
と
い
う
研

究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
実
に
は
、
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
粉
体
、
繊
維

状
、
切
片
な
ど
の
微
小
な
も
の
に
し
て
、
そ
の
混
合

比
率
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
熱
的
、
力
学
的
な
特
性

低

①

諸特性

①速熱性

②熱伝導率

③熱膨張率

物質の構成

Oセ ラミックス
高

①

境界
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各種材料の構成概念図およびその特性

●金属
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S160
発
雄
年
度

専
門
化
し
た
知
識
、
オ
能
、
経
験
等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
協

力
し
あ
え
る
集
団
こ
そ
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
性
格
で
あ
り
、
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
見
解
か
ら
、
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
↓
８
す
ｏ
３
一Ｔ

属
ｇ
８
）
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

「
秩
序
は
混
沌
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
の
命
題
に
よ
る
。
カ
オ
ス
と

は
既
成
の
概
念
を
外
し
、
物
の
考
え
方
、
疑
間
に
対
し
て
ゆ
ら
ぎ
を

与
え
、
そ
れ
を
増
幅
さ
せ
な
が
ら
新
し
い
創
造
を
期
待
す
る
意
味
か

ら
命
名
さ
れ
た
。

母
な
る
琵
琶
湖
を
抱
え
た
滋
賀
で
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
こ
と
と

技
術
を
基
盤
と
し
た
創
造
的
開
発
を
め
ざ
す
意
味
を
併
せ
て
湖

（

Ｆ
ω
″
①
）
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
弓
８
す
Ｏ
ｏ
♯ｏ
］
＜
）
を
組
み
合
せ
て
命

名
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
希
望
を
込
め
て
い
る
。

〇
ヽ
居
Ｆ
と
は
神
の
お
告
げ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
神
託
で
あ
り
、
次

の
言
葉
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
も
の
。

①
〕
①
Ｂ
何
事
に
も
オ
ー
プ
ン
で
、
刃
Ｓ
一
真
実
を
見

つ
め
て
、＞
ｏ
一＝く
①

積
極
的
に
活
動
す
る
、　
①
Ｏ
日
ｇ
β
＜
仲
間
と
し
て
、
Ｆ
ｏ
く
①
思

い
や
り

を
も

っ
て
、
門
ユ
ｏ
＜
楽
し
く
や
ろ
う
。
―
―
し
か
し
、
結
果
は
神
の

み
ぞ
知
る
。

△
示副

　
会

副
　
会

棚
石
山
製
作
所

長

松

田

和

雄

氏

京
都
宝
製
菓
棚

長
　
坂
　
本
　
　
　
肇
　
氏

甲
西
高
周
波
工
業

長

近

藤

真

琴

氏

寿
木
材
工
業
帥

代

表

幹

事

結

城

武

繁

氏

棚
協
和
商
会

副
代
表
幹
事
　
北
澤

艶
四
右
衛
門
　
氏

△
ム副

　
会

副
　
会

八
幡
電
工
鵬

長
　
田
　
口
　
　
　
勲
　
氏

帥
タ
キ
ヒ
ヨ
ー

長
　
磯
　
部
　
　
　
弘
　
氏

帥
紫
香
楽
製
菓
本
舗

長

吉

田

章

三

氏

△
ム副

　
会

副
　
会

帥
サ
ン
機
工

長
　
木
　
村
　
　
　
茂
　
氏

東
洋
カ
ー
ボ
ン
棚

長
　
乾
　
　
　
一　

郎
　
氏

椿
本
メ
イ
フ
ラ
ン
帥

長
　
柴
　
田
　
聖
　
也
　
氏

中
井
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
エ
業
帥

中
　
井

吉
岡
製
織
帥

下
　
川
　
良

∩
萩
原
製
作
所

萩
　
原
　
善

棚
ア
マ
ン

・
ラ
イ
フ

長
　
岡
　
一旦

ト
キ
ワ
精
機
棚

IIヒ

)||

吉

了台

氏

寛
　
氏

一　

氏

信
　
氏

雄
　
氏

い
矢
島
製
作
所

ユ
ニ
ー
エ
業
仰

矢

島

悛

行

氏

高
　
木
　
　
　
菫
ユ
　
氏

棚
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン

上
　
田
　
賢

　
一　

氏

白
井
松
新
薬
棚

黄
　
瀬

　
一　

郎
　
氏

i青

氏

ア
ル
メ
タ
ッ
ク
ス
彿

澤
　
田

江
洲
紙
業
帥

草
　
野

勉

　

氏
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協
会
の
異
業
種
交
流

へ
の
取
り
組
み
は
、
未
だ
事

務
局
体
制
が
整
わ
な
い
早
期
か
ら
会
員
募
集
を
始
め
、

約
二
ヶ
月
か
か
っ
て
よ
う
や
く

「滋
賀
県
技
術
交
流

プ
ラ
ザ
」
を
発
足
さ
せ
た
の
が
最
初
で
し
た
。
当
時

は
、
新
設
さ
れ
た
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
も
機
器
の
導

入

。
検
収
や
調
整
さ
ら
に
は
研
究
指
針
の
策
定
に
急

が
し
く
、
要
覧
な
ど
何
も
な
い
と
い
う
状
況
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
プ
ラ
ザ
は
公
募
が
原
則

で
す
が
、
準
備
期
間
が
な
い
た
め
、
い
き
な
り
企
業

訪
間
を
行
い
ま
し
た
が
、
主
旨
を
説
明
し
て
も
な
か

な
か
理
解
願
え
な
い
こ
と
も
再
三
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
参
加
企
業
の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
、
急

速
に
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
に
従
が
い
、
次
第

に
新
し
い
何
か
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
二
年

目
以
降
は
自
主
運
営
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
、
現
在
「
カ

ォ
ス
６０
Ｌ
の
名
称
で
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
六

十

一
年
度
か
ら
は
、
毎
年

一
グ
ル
ー
プ
ず
つ
技
術
交

流
プ
ラ
ザ
を
結
成
し
、
合
計
四
グ
ル
ー
プ
が
毎
月
の

例
会
や
分
科
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
毎
に

研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
四
グ
ル
ー
プ
の
名
称
の
由
来
は
別
掲
表
の
と

お
り
で
す
が
、
会
員
諸
氏
の
意
気
込
み
が
銅
え
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
協
同
組
合
を
設
立
し

て
国
の
融
合
化
開
発
補
助
事
業
を
推
進
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
や
、
設
立
に
向
け
て
検
討
中
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
遂
行
状
況
は
違
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
究
極
の
目

的
で
あ
る
融
合
化
に
よ
る
新
商
品

。
新
技
術
の
開
発

に
向
け
て
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
達
の
グ
ル
ー
プ
内
の
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
県
内
グ

ル
ー
プ
と
の
情
報
交

換

・
技
術
交
流
を
目
指
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
グ
ル
ー

プ
間
で
共
通
の
課
題
に
よ
る
相
互
研
究
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
す
ま
す
交
流
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
表
に
各
グ
ル

ー
プ
で
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
役
員
の
方
を
紹
介

し
て
お
き
ま
す
が
、
平
成
元
年
度
も
新
し
く
「技
術
・

市
場
交
流
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
、
五
番
目
の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
ま
す
。
経
験
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
新
鮮
な

グ
ル
ー
プ
の
交
流
も
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
相
互
の
刺

激
と
な
り
、
得
る
も
の
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
に
か
く
、
拙
足
を
慎
し
み

一
歩

一
歩
着
実
に
前
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ERITY
去  こ こア,

真心

も

ハ
ッ
キ
リ
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。

そ
の
五
は
、
外
見
上
グ
ル
ー
プ
員
で
す
が
我
が
グ

ル
ー
プ
の
顧
間
で
あ
る
技
術
士
の
麓
先
生
が
、
陰
陽

両
面
で
持
ち
前
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
発
揮
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
活
性
化
に

一
役
買

っ
て
頂
い
て
い
る
事
が

ヵ
ォ
ス
６０
推
進
の
大
き
な
力
で
有
る
と
内
外
共
に
認

め
る
処
で
有
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
好
環
境
に
有

っ
て
我
々
グ
ル
ー
プ
員

は
増
々
見
間
を
広
め
、
カ
オ
ス
６０
発
展
の
為
切
磋
琢

磨
し
て
居
り
ま
し
た
処
、
昨
年
五
月
先
述
の
通
り

我
々
グ
ル
ー
プ
員
総
て
が
太
陽
と
も
思
っ
て
居
り
ま

し
た
池
田
初
代
会
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

立
派
な
指
導
者
を
亡
く
し
た
事
に
依
り
、
カ
オ
ス

側
は
空
中
分
解
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
グ
ル

ー
プ
員
全
員
の
努
力
は
無
論
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
の

畑
所
長
並
び
に
中
央
会
を
始
め
と
す
る
多
く
の
方
々

の
理
解
あ
る
支
援
に
依
り
、
辛
く
も
踏
み
止
ま
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

一
方
、
カ
オ
ス
・
ハ
イ
テ
グ
協
同
組
合
は
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
溶
射
加
工
に
つ
い
て
大
阪
産
業
大
学
馬
込
先

生
に
何
回
も
請
習
会
を
お
願
い
し
、
グ
ル
ー
プ
員
の

勉
強
会
を
積
み
重
ね
た
末
、
初
代
会
長
が
理
事
長
で

先
述
の
通
り
設
立
致
し
、
組
合
専
従
者
に
種
岡
君
を

迎
え
、
セ
ン
タ
ー
の
破
格
の
ご
協
力
を
得
て
研
究
た

進
め
、
あ
る
程
度
見
極
め
を
つ
け
、
事
業
化
に
飛
り

出
す
準
備
中
に
初
代
理
事
長
を
亡
く
し
ま
し
た
。

第
二
代
理
事
長
に
は
超
多
忙
乍
ら
識
見
豊
か
な
三

宅
信
氏

（ア
ル
メ
タ
ッ
ク
ス
仰
社
長
）
に
お
願
い
致

し
、
毎
月
の
理
事
会
で
事
業
経
営
の
何
ん
た
る
か
に

つ
い
て
薫
陶
を
頂
い
て
居
り
ま
す
。

昨
年
九
月
に
は
先
述
の
通
り
、
県
並
び
に
中
央
会

の
ご
理
解
の
も
と
、
故
会
長
が
夢
に
語

っ
て
居
ら
れ

た

「融
合
化
」
の
申
請
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

山
科
精
器
仰

（協
同
組
合
作
業
場
）
の
ご
理
解
ご

支
援
を
頂
き
、
種
岡
君
の
努
力
も
有

っ
て
組
合
運
営

に
も
や
つ
と

一
筋
の
光
が
見
え
る
状
況
で
今
日
を
迎

え
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
員
は
今
後
増
々
強
く
結
び
合
い
、
グ
ル

ー
プ
活
性
化
に
努
め
ま
す
の
で
変
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

異
業
種
交
流
の
心
が
ま
え

″忘
己
利
他
″
∠

隅
を
照
ら
す
″

こ
の
言
葉
は
比
叡
山
を
開
か
れ
た
天
台
宗
の
宗
祖

伝
教
大
師
の
教
え
で
あ
り
ま
す
。

「忘
己
利
他
」
と
は
、
世
の
為
、
人
の
為
に
は
、

己
を
忘
れ
犠
牲
に
な
っ
て
つ
く
す
。

「
一
隅
を
照
ら
す
」
と
は
、
人
の
犠
牲
に
な
っ
て

で
も
自
分
の
生
き
る
場
、
即
ち

「自
分
の
家
庭

。
地

域

・
職
場
で
あ
り
自
分
の
所
属
す
る
異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
」
で
す
。
こ
れ
を
大
切
に
し
、
そ
こ
を
明
る

く
す
る
、
と
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。

今
世
間
を
見
ま
す
と
、
こ
の
教
え
の
逆
と
言

っ
て

も
過
言
で
な
い
世
相
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
異
業
種
交
流
を
進
め
る
我
々
は
交
流
の
基

本
で
あ
る

「ギ
ブ

・
ア
ン
ド

・
テ
イ
ク
」
ｏ
「ギ
ブ

・

ア
ン
ド
・ギ
ブ
ン
名
忘
己
利
他
」
・
ｆ

隅
を
照
ら
す
」

を
し
っ
か
り
と
心
得
、
実
行
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
や

自
企
業
に
プ
ラ
ス
す
る
交
流
活
動
に
繋
が
る
と
確
信

し
ま
す
。

00滋賀県工業技術振興協会

滋 貨 県工 業
技術センター

中小企業団体
中 央  会

カオス タヽイテク
協 同 組 合

中小企業融合化開発事業

(交流開発研売) 中小企業庁 )

成 果

(事業化 )

カオス60例会
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目
日
目

ヵ
ォ
ス
６０
の
歩
み

我
々
の
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
第

一
期
生
の
ス

タ
ー
ト
は
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

・
動
工
業
技
術
振

興
協
会
発
足
と
時
を
同
じ
く
し
て
昭
和
六
十
年
七
月

に
胎
動
を
始
め
、
初
年
度
異
業
種
交
流
の
イ

・
口
・

ハ
か
ら
何
を
ど
の
様
に
考
え
行
動
す
る
の
か
も
理
解

出
来
て
居
な
い
五
里
霧
中
の
状
態

（約
八
ヶ
月
）
で

自
主
運
営
の
Ｏ
Ｂ
と
な
り
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
「
カ

ォ
ス
６０
Ｌ
の
発
会
式
を
行
う
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後

一
ヶ
年
、
意
見
百
出
、
試
行
錯
誤
の
末
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
セ
ラ
ミ
ッ
ク
溶
射
加
工
を
主
目

的
に

「
カ
オ
ス
・
ハ
イ
テ
ク
協
同
組
合
」
を
ほ
ぽ
全

員
参
加
で
設
立
し
、
そ
の
加
工
場
の
開
所
式
を
昭
和

六
十
二
年
十
月
に
挙
行
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
ァ

世
に
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
本
年
度
は
、
「融
合
化
元

年
」
、
我
々
の
協
同
組
合
も
国
の
「中
小
企
業
融
合
化

促
進
施
策
」
の
認
定
を
昨
年
九
月
に
受
け
、
組
合
運

営
の

一
段
と
活
発
な
活
動
の
糧
に
し
て
い
る
処
で
あ

り
ま
す
。

異
業
種
交
流
体
験

興
協
会
事
務
局
次
長
上
田
成
男
氏

（現
機
械
金
属
工

業
指
導
所
所
長
）
の
黒
子
役
に
徹
し
な
が
ら
、
会
長

の
女
房
役
兼
舵
取
り
役
も
兼
ね
た
事
務
局
ぶ
り
も
グ

ル
ー
プ
進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
大
き
な
要
因
で
す
。

そ
の
二
は
、
故
会
長
や
事
務
局
の
人
望
で
外
部
に

人
の
繋
が

，
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
始
め
は
日
刊
工

業
新
聞
の
当
時
滋
賀
支
局
長
浜
谷
進
氏
が
、
公
私

共
々
の
立
場
か
ら
支
援
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
も
我
々

に
ヤ
ル
気
を
起
こ
さ
せ
た
も
の
で
す
。
京
都
の
戸
出

先
生
も
言

っ
て
居
ら
れ
ま
す

「
ヤ
ル
気
が
交
流
活
性

化
の
源
泉
」
と
。
尚
、
次
の
支
局
長
岡
田
、
馬
木
両

氏
に
も
引
き
続
い
て
お
世
話
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

そ
の
四
は
、
先
述
の
浜
谷
支
局
長
が
、
県
の
中
小

企
業
団
体
中
央
会
が
我
々
の
グ
ル
ー
プ
に
手
を
差
し

延
べ
て
頂
け
る
話
を
持
ち
込
ん
で
下
さ
り
、
中
央
会

の
山
中
指
導
課
長
や
野
口
主
事
の
熱
心
な
指
導
援
助

で
、　
一
段
と
活
気
あ
る
活
動
に
繋
が
っ
た
と
今
で
も

ヵ
ォ

ス
６０

〈富
日要

松

田

和

雄

〔い
石
山
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
〕

一父
　
議兆
　
雑
　
感

異
業
種
交
流

。
融
合
化
に
つ
い
て
諸
先
輩
の
教
え

が
多
く
出
版
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
又
講
演
会
も
多
く

聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
知
識
の
増
殖
に
は
な
り
ま

し
た
が
、
応
用
す
る
段
階
は
プ
ラ
ザ
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
に
合
う
よ
う
調
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
又
新
し
い
交
流
プ
ラ

ザ
を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
異

業
種
交
流
の
方
法
論
で
は
無
く
、
我
々
の
カ
オ
ス
６０

が
グ
ル
ー
プ
員
以
外
の

「知
識

・
力
」
を
借
用
し
て

歩
ん
で
来
た
ド
ロ
臭
い
体
験
を
記
し
て
、
何
か
の
参

考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

前
述
の
通
リ
カ
オ
ス
６０
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
得
た
の
に
は
、
そ
の
よ
う
に
導
く
条
件
が
幾
つ
か

有
り
ま
し
た
。

先
づ
最
初
に
特
筆
大
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
初
代
会
長
池
田
肇
氏

（山
科
精
器
い
社
長
）
と

い
う
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
居
ら
れ
た
こ
と
。
（誠
に

残
念
至
極
で
す
が
昨
年
五
月
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
）

そ
の
二
は
、
ス
タ
ー
ト
当
初
の
事
務
局
、
当
時
振

12
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立
時
か
ら
異
業
種
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
「
カ
オ
ス
６０
Ｌ
「
テ
ク
ノ
ス
６．
Ｌ
「
ォ
ラ
ク
ル
６２
」

「
レ
ィ
テ
ッ
ク
８８
」
と
い
う
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
事

務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
特
徴
あ
る
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
、
中
に
は
国
の
融
合
化
開
発
研
究
補
助
事
業

を
遂
行
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

新
し
く
プ
ラ
ザ
の
会
員
に
参
加
さ
れ
ま
す
と
、
ま

ず
会
員
間
の
融
和
が
図
ら
れ
、
相
互
の
技
術
紹
介
や

見
学
を
通
じ
て
早
期
に
信
頼
関
係
が
樹
立
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
種
々
の
討
議
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か

ニテイ・テクノマート・サークル (大阪)と の交流会

の
研
究
項
目
を
見
つ
け
、
分
科
会
と
し
て
研
究
活
動

を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
交
流

↓
情
報
交
流
↓
技
術
交
換
↓
研
究
会

（分
科
会
）
↓

技
術

・
商
品
開
発

へ
と
順
次
進
め
て
参
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
性
急
に
事
が
運
ぶ
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
員
諸
氏
の
情
熱
と
努
力
で

一
つ
一
つ
築
い
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
混
迷
の
時
代
を
中
小
企
業
が
力
強
く

生
き
抜
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
是
非
こ
の
プ
ラ
ザ

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ｉ企

業
の
自
助
努
力
に
加
え
て
、
異
分
野
と
の
ネ
ッ
ト
ヮ

ー
ク
を
持
つ
こ
と
で
、
新
し
い
事
業
の
展
開
が
図
れ

る
と
と
も
に
、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
頭
脳
集
団
と
い

う
強
い
味
方
を
得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

四
、
募
集
要
領

①
範
　
　
囲
　
中
小
企
業
者
で
あ
れ
ば
、
業
種

・
規

模
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
募
集
人
員
　
一二
十
名

③
活
動
期
間
　
平
成
元
年
四
月
か
ら
二
年
二
月
ま
で

の

一
年
間

（そ
の
後
、
自
主
運
営
グ

ル
ー
プ
と
し
て
継
続
）

④
資

　

格
　
中
小
企
業

の
経
営
者
で
、
毎
月

一

～
二
回
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で

き

る

方

。

⑤
申
込
方
法
　
本
紙
掲
載
の
申
込
書

（
コ
ピ
ー
可
）

に
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
協
会
ま
で
送
付
し
て
下
さ
い
。

③
申
込
締
切
　
平
成
元
年
四
月
十
五
日
ω

滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町
上
砥
山
二
三
二
番
地

働
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会

技
術

・
市
場
交
流
プ
ラ
ザ
事
務
局
あ
て

⑦
送

付

先

T520-30平成元年度 滋賀県技術・市場交流プラザ 申  込  書

r

参 加 者
役職 氏 名

TEL
FAX企 業 名

代 表 者 名
役職 氏名

T

所 在 地

名

従業員数

百万円

年間売上高

規   模
資本金

百万円

業   種

主要製品名

他の異業種交流 グループ名

に加入の場合 (

協会 FAX 0775 58 1737

11
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E

い
ま
、
わ
が
国
の
中
小

企
業
の
間
で
は
、
異
な
る

業
種
の
企
業
が
互
い
の
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ

・
技
術
力

・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
カ
を
提

供
し
あ
っ
て
、
新
し
い
事

業
を
作
り
出
し
て
行
こ
う

と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
中

小
企
業
の

「融
合
化
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

一
、
異
業
種
交
流
の
な
が

れ
同
じ
業
種
の
集
ま
り
、

す
な
わ
ち
同
業
種
交
流
は

昔
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
て
、

情
報
交
換
や
仕
事
の
や
り

取
り
な
ど
、
主
と
し
て
自

社
の
主
要
業
務
の
拡
大
や

能
率
化
さ
ら
に
は
販
売
力

の
強
化
の
た
め
に
行
わ
れ
′

て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ

＞うノ。し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
環

境
が
激
変
し
て
い
る
今
日

の
情
勢
は
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
対

応
を
迫

っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
か
ら
中
小
企
業
の

生
き
残
り
戦
略
の

一
つ
と
し
て
異
業
種
交
流
が
提
唱

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
で
は
お
そ
ら
く

一
千
を
超
え
る
グ
ル

ー
プ
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ

っ
て
活
動
が
続
け
ら
れ
で
い
ま
す
。

二
、
な
ぜ

「融
合
化
」
が
必
要
な
の
か

０
エ
ー
ズ
の
多
様
化

・
高
度
化

。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
等
か
ら

の
輸
入
増
お
よ
び
円
高
基
調
は
、
日
本
中
の
企
業
に

根
本
的
な
路
線
の
転
換
を
迫

っ
て
い
ま
す
。

●
消
費
者
の
求
め
る
商
品
が
特
殊
化
し
て
き
た
た
め
、

多
品
種
少
量
タ
イ
プ
が
必
要
と
な
り
、
か
つ
、
他
の

商
品
と
の
差
別
化
す
な
わ
ち
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
要

素
が
決
め
手
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ｏ
大
企
業

に
比

べ
て
、
資
本

力

・
生
産
力

・
技
術
力
お
よ
び

販
売
力
で
劣
勢
に
立
つ
中
小
企

業
が
、
新
分
野
を
開
拓
す
る
こ

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

右
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
の

立
場
は
非
常
に
脆
弱
で
あ
り
、

前
途
は
暗
い
も
の
ル
か
な
い
の

か
と
い
え
ば
、
″否

″
と
明
確
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
な
る
ほ
ど
個
々
の

中
小
企
業
の
持
つ
力
は
弱
い
も

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門

化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。　
一
つ
の
企
業
を
専

門
部
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
異
業
種
企
業
が
集
積

す
れ
ば
大
き
な
戦
力
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
が
異
業
種
交
流
の
動
機
で
あ
り
、
昭
和
六
十
二
年

度
か
ら
は
、
さ
ら
に
進
め
て
独
自
な
戦
力
を
融
合
し
、

大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
国
の
施
策
と
し
て

立
法
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
正
式
に
は

「異
分
野
中

小
企
業
の
知
識
の
融
合
に
よ
る
開
発
の
促
進
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
」
で
あ
り
、
俗
に

「融
合
化
法
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
施
策
は
交
流

・
開

発

。
事
業
化
と
順
次
進
展
す
る
に
つ
れ
て
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
技
術

・
市
場
交
流
プ
ラ
ザ

当
工
業
技
術
振
興
協
会
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
設

③

③

堅雪≡翌ム
イ 融合化施策

信箋F発ぅ

支援

ノ

滋
賀
県
内

異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ

０

０

０

⊂ ⊃ 律 薄短4)0素 の O印 咋 )① 養つ

技術・市場交流
プラザ近畿大会

技術・ 市場交流
プラザ全 国大会

中小企業事業国

県 内 企 業

協 力
オ

同 ス

組 ィ

合 ク

(財 )滋賀県工業
技術振興協会

中小企業団体
中 央 会

滋賀県融合化センター推進協議会

融 合 イし

(財 )全 国中小企業
融合化促進財国

10
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す
。
工
場
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
や
自
動
化
機
器
の

導
入
に
よ
り
単
純
作
業
や
繰
り
返
し
作
業
か
ら
人
間

が
解
放
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い

機
器
や
道
具
を
と
り
入
れ
、
余
裕
の
時
間
を
作
り
出

す
手
が
か
り
が
求
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
高
度
情
報
化
時
代
に
な

る
と
機
器
や
装
置
な
ど
の
ハ
ー
ド
よ
り
も
、
伝
達
さ

れ
る
情
報
や
、
デ
ー
タ
の
利
用
方
法
な
ど
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
現

に
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
こ
の
分
野
の
技
術
が
未
成
熟

で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
不
足
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
近
年
に
は
知
的
所
有
権
に
つ
い
て
保
護

が
な
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

三
、
企
業
戦
略
と
し
て
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
展
開

過
去
三
年
間
に
、
多
く
の
企
業
で
経
営
者
の
若
が

え
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
企
業
の
Ｃ
Ｉ
化
、
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
、
再
構
築
化
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

各
企
業
は
国
際
化
の
中
で
今
後
の
企
業
が
進
む
べ
き

道
を
明
確
に
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

今
日
の
日
本
製
品
は
高
品
質
、
低
価
格
で
全
世
界
に

普
及
し
て
い
き
ま
し
た
が
、　
一
つ
だ
け
欠
け
て
い
る

も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
高
級
ブ

ラ
ン
ド
志
向
で
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
製
品
と

′
，ま
い

わ
ゆ
る
現
在
若
者
に
人
気
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

一

流
メ
ー
カ
ー
の
鞄
や
高
級
助
製
服
な
ど
の
こ
と
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
製
品
は
品
質
と
と
も
に
、
耐
久
性
に
優
れ

て
お
り
、
不
偏
の
価
値
が
あ
り
不
滅
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
や
鞄
な
ど
親
か
ら

子
、
孫

へ
と
代
々
使
用
さ
れ
、
こ
の
耐
久
性
、
不
偏

性
が
歴
史
を
作
り
、
歴
史
が
文
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
日
本
で
は
、
自
動
車
、
ビ
デ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
い
ず
れ
も
二
～
三
年
で
時
代
遅
れ
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
ま
だ
ま
だ
使
い
捨
て
の
感
覚
の
商
品
が
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
イ
メ
ー
ジ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
な
る
に
は
伝
統

技
術
と
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
も
ち
、
歴
史
と
文
化
を
備

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
従

来
の
経
済
性
の
み
を
追
求
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

余
裕
や
ム
ダ
な
ど
の
贅
沢
さ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。今

後
の
日
本
の
産
業
製
品
の
中
で
世
界
に
評
価
さ

れ
る
も
の
は
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た

Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
伝
統
的
に
確
立
し
て
い
る

商
品

の
他
に

○
ソ
フ
ト
の
開
発
力
を
含
め
た
高
度
技
術

・
高
品
質

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
商
品

ｏ
他
の
追
従
を
ゆ
る
さ
な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ

リ
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン
性
を
も
っ
て
い
る
商
品

の
ど
れ
か
が
生
か
さ
れ
て
い
れ
ば
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な

り
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

２．
世
紀
の
企
業
戦
略
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の

柱
を
経
営
の
施
策
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
元
年

一
月
二
十
七
日

第
２８
回
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー

″高
度
情
報
化
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
文
化
″
よ
り

企業の中ヘ

多様な価値感ヘ

【企業の方向性】
●ブラン ドイメージが確立 して

いる。

●高品質・高度な技術

0オ リジナ リティ、ファッシヨ

ン性が豊か。
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E

２‐
世
紀
は
快
適
な
生
活
を
求
め
る
時
代

２．
世
紀
の
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ア
メ
ニ
テ

ィ
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
は

心
地
よ
さ
、
安
ら
ぎ
、
均
衡
が
と
れ
た
、
調
和
し
た
、

成
熟
、
繁
栄
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
岩
波

の
広
辞
苑
で
は
、
土
地
の
環
境
、
人
柄
、
態
度
、
人

間
の
状
態
が
好
ま
し
い
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
な
ど

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
生
活
の
状
態
は
も

の
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
心
の
中
の
豊
か
さ
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

歴
史
上
、
人
類
は
領
土
の
拡
大
、
富
の
蓄
積
を
求

め
て
競
争
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
最
初
ま
ず
食
べ
る

も
の
を
求
め
て
、
さ
ら
に
多
く
の
食
物
を
安
定
し
て

′

得
る
た
め
に
耕
地
を
求
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

民
族
か
ら
国
家

へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
産
業

革
命
を
経
て
１９
世
紀
に
な
る
と
国
家
を
強
く
す
る
た

め
、
領
土
の
獲
得
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
に
な
る
と
い
か
に
経
済
的
活
動
を
活
発
に
し
Ｇ

Ｎ
Ｐ
を
大
き
く
し
て
い
く
か
、
ま
た
い
か
に
金
を
も

う
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

‐
‐

２‐
世
紀
の
企
業
戦
略
の
創
造
―
―

し
か
し
い
く
ら
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
も
、
人
間

性
が
豊
か
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
欧
米
を
中
心
に
経
済
的
な
豊
か
さ
だ
け
を
求
め
る

こ
と
か
ら
の
軌
道
修
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
世
界

一
位
に
な
る
ほ
ど
の
経
済
大
国

と
な
っ
た
日
本
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
は
、
ほ
と

ん
ど
余
裕
が
な
く
、
働
き
バ
チ
と
批
判
を
浴
び
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
日
本
の
社
会
で
は
働
く
こ
と
が
人

生
Ｃ
あ
り
、　
一
生
懸
命
働
く
こ
と
が
何
よ
り
の
美
徳

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
社
会

で
は
、
余
裕
な
時
間
や
豊
か
な
人
生
を
歩
み
、
最
終

的
に
は
心
の
豊
か
な
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
、
ゆ
と
り
の
時
間
を
創
り
出
す
た
め
の
情
報
化

一
九
七
〇
年
代
に
イ
ン
テ
ル
社
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

・

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
開
発
し
、
半
導
体
の
技
術
が
急

速
に
発
展
し
て
行
き
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
は
年
々
高
機
能
化
や

低
価
格
化
が
進
み
、
Ｍ
Ｅ

（
マ
イ
ク
ロ
。
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
）
革
命
ど
い
わ
れ
る
ほ
ど
電
子
化
が
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
通
信
の
分
野

に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
処
理
や
、
衛
星
通

（滋
賀
大
学
教
授
　
法
雲
俊
邑
氏
講
演
要
旨
）

信
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
を
用
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

系
メ
デ
ィ
ア
な
ど
新
し
い
情
報
伝
達
手
段
の
開
発
が

進
み
ノ
イ
ズ
が
少
な
い
高
品
質
な
情
報
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
オ
フ
ィ
ス
で
も
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ワ
ー
プ

ロ

な
ど
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
新
し
い
通
信
技
術
の
利
用
が

進
み
、
事
務
の
合
理
化
や
Ｏ
Ａ
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

8
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情
報
化
へ
の
対
応
い
か
ん
が
企
業
盛
衰
の
カ
ギ
。
中
小

企
業
は
今
こ
そ
情
報
化
体
制
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

高
度
情
報
化
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
経
営
に
占
め
る

情
報
の
比
重
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、　
一
方
で
中

小
企
業
の
情
報
化
へ
の
対
応
の
遅
れ
が
目
に
つ
く
。
と
く

に
市
場
の
成
熟
化
、
変
化
の
激
し
い
経
済
環
境
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
対
処
し
て
い
く
に
は
情
報
化
へ
の
組
織
的
な
取

り
組
み
が
不
可
欠
だ
が
、
こ
の
面
で
の
体
制
不
備
な
中
小

企
業
が
多
い
。
今
後
、
情
報
化
の
深
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
の
高
度
利
用
が
企
業
生
き
残
り
の

経
営
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
一
段
と
重
要
性
を
増
す
こ
と
か
ら

み
て
、
中
小
企
業
は
早
急
に
そ
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

「ヒ
ト
、
モ
ノ
、
　
　
　
．

カ
ネ
以
上
に
大
切
な

経
営
資
源
が
情
報

だ
」
と
断
言
す
る
中

小
企
業
経
営
者
が
い

る
ほ
ど
、
中
小
企
業

経
営
者
の
情
報
に
対
す
る
関
心
は
強
い
。
事
実
、
多
く
の

経
営
者
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
売
れ
筋
製
品
、
ア
イ
デ

ア
、
業
界
動
向
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
昨
今

一
層
強
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
情
報
収
集
志
向
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
わ
け
だ
が
、
東
京
商
工
会
議
所
の

「企
業
の
情
報
化

意
識
調
査
」
を
み
て
も
八
六
％
の
中
小
企
業
が
何
ら
か
の

形
で
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
逆
に

「情
報
化
に
対

応
し
な
い
企
業
は
衰
退
す
る
」
と
み
る
企
業
が
七
七
％
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
情
報
化
へ
の
対
応
が
い

か
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
占
め
て
い
る
か
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
強
さ
ほ
ど
に

中
小
企
業
は

情
報
化
体
制
の
確
立
を

情
報
化
を
経
営
体
質
と
す
る
ま
で
体
制
化
し
て
い
な
い
中

小
企
業
が
多
い
。
例
え
ば
情
報
収
集
の
方
法
ひ
と
つ
み
て

も
、
経
営
者
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
的
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
た
め
収
集
範
囲
が
狭
く
、

そ
の
量
も
少
な
い
し
、
分
析
、
加
工
な
ど
も
個
人
の
勘
や

経
験
に
頼
ら
ぎ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
情
報
化
機
器
を
導
入
し
た
も
の
の
十
分
に
活

用
し
き
れ
な
い
企
業
も
あ
り
、
情
報
化
武
装
の
必
要
性
を

認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
対
応
が
不
十
分
な
の
が
実
情
で
あ

Ｚや。こ
の
体
制
の
遅
れ
て
い
る
理
由
は
人
材
の
不
足
、
適
切

な
ソ
フ
ト
の
入
手
難
な
ど
い
ろ
い
ろ
。
だ
が
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
「知
識
に
対
し
代
価
を
払
っ
て
も
、
知
恵
（情

報
）
に
つ
い
て
は
評

価
し
な
い
点
に
原
因

が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
が
、
情
報
は
簡
単

に
タ
ダ
で
入
手
で
き

な
と
い
う
考
え
を
持

つ
中
小
企
業
経
営
者
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
に
驚
く
一
確
か

に
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
な
ど
各
種
会
合
な
ど
で
、
こ
う

し
た
経
営
者
を
し
ば
し
ば
見
聞
き
す
る
が
、
今
こ
そ
情
報

に
対
す
る
価
値
意
識
を
持
つ
よ
う
知
価
革
命
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

ま
し
て
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴
い
、
情
報

が
企
業
盛
衰
の
カ
ギ
を
握
る
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
と
と

も
に
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
の
情
報
を
ど
う
収
集
、

分
析
、
加
工
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

点
か
ら
も
情
報
化
体
制
を
確
立
し
、
情
報
力
の
優
位
性
を

保
て
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

日
刊
工
業
新
聞
社
説

（１
。
３．
）
ょ
り

①①④①

商品開発のための

消費者研究
小嶋外弘・他著 (日 科技連 3,500円 )

小
嶋
外
弘
・他
著
（日
科

技
連
　
一二
、
五
〇
〇
円
）

最
近
の
商
品
開
発
は
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
な
け
れ
ば

失
敗
す
る
。
商
品
の
機

能
の
み
で
勝
負
す
る
こ

と
は
、
発
想
そ
の
も
の

が
生
産
志
向
的

。
技
術

志
向
的
で
あ
り
、
極
め

て
危
険
と
い
え
る
。

し
か
し
、
付
随
的
な

デ
ザ
イ
ン
な
ど
好
み
の

問
題
を
鋭
く
と
ら
え
る
消
費
者
志
向

・
市
場
性
志
向

を
組
織
的
に
進
め
て
い
る
企
業
は
ま
だ
少
な
い
。

本
書
は
、
永
年
、
商
品
開
発
に
携

っ
て
き
た
著
者

が
、
キ
ー
ニ
ー
ズ
法

・
Ｈ
Ｍ
理
論

・
行
動
分
析
法
な

ど
の
手
法
を
通
じ
て
、
本
当
に
役
立
つ
。
使
い
も
の

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
具
現
化
し
た
成
果
と
い
え
よ

＞ｎノ。
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平卵躯技術研修計画決まるP
平
成
元
年
度
の
振
興
協
会
の
技
術
研
修

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
十
三

講
座
で
新
た
に
第
４６
期

「
マ
イ
コ
ン
応
用

講
座
」
を
、
第
４７
期
に

「
メ
カ
ト
ロ
エ
ク

ス
実
践
技
術
講
座
」
を
設
け
、
自
動
化

。

省
力
化

へ
の
取
り
組
み
に
適
切
な
指
針
を

与
え
ま
す
。
ま
た
従
来
よ
り
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
金
属
系
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
の
各
講
座
も
内
容
を
充
実
さ
せ
、
御

期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
実
習
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
交
え
た
講
座
を
多
く
設
け

る
と
と
も
に
、
講
師
、
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
職
員
と
受
講
生
の
相
互
交
流
に
も
積
極

的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

技
術
研
修
を
通
じ
て
新
し
い
情
報
収
集

や
技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
内
容
と
す

る
こ
と
で
必
ず
成
果
が
期
待
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

第
５‐
期

3110202～ 3月

パソコンを計瀕Iや機器への制御に利用するには、パソコンと機器を接続するインターフェイ
ス技術が必要です。本講座ではハード、ソフトを含めたインターフェイス技術と応用事例に
ついて解説します。

パソコンインターフェイス

回 路 技 術

食 品 技 術
第
５０
期

19202月
食品技術における基本と言うべき、衛生管理技術から新しい食品素材や話題の食品技術まで

実習を交えて学習します。また販売促進に重要なファクターを持つパッヽケージデザインにつ

いても解説します。

プラスチック材料の

利 用 技 術

第
４９
期

2220
2年

1月

プラスチックの基本的性質から製品の企画、材料の選択、成形法、製品設計検査まで、プラ
スチック材料を利用するうえでの基本知識を学ぴます。また新しい機能が付加された材料に
ついても解説します。

第
４８
期

252011～ 12月

切削、研削の基礎理論から最近の切削工具やその使用技術まで幅広い内容で行います。また

複合材の切肖Iや超精密加工など最近の技術を紹介するとともに、レーザ加工、放電加工につ
いても言及します。

機 械 加 工 技 術

メカトロシステムに取り組む上で必要となるシステム設計の考え方や、アクチュエータ、コ

ントローラ、シーケンサ、センサ等の種類と選定方法について解説します。メカトロシステ
ムのノイズ対策、システム事例なども含め実践的な内容で進めていきます。

生産技術者のための
メカトロニクス実践技術

第
４７
期

31102011 月

マ イ コン応用技術
第
４６
期

64171010～ 12月
マイコンの基礎概念からプログラム演習を中心としてアセンプリ言語の解説を行います。後

半には演習機器によるプログラム開発をゼミナール形式により行います。

9～ 10月
メカトロニクス技術の基礎となるハードウェアの駆動部、その駆動部の動きや対象を知るセ

ンサ技術やサーボ機構など、機器本体や周辺機器の動作について演習を交えて学習します。
メカトロニクス基礎技術

第
４５
期

501420

腐食と表面処理技術
第
４４
期

20209月
産業のあらゆる面で機械部品等の表面処理技術は切り離して考えることはできません。本語

では設備機器の寿命や耐用年数と深いかかわりをもつ腐食防食技術を中心に、新しい表面処

理技術を学習します。

自動化のためのセンサ技術
第
４３
期

19207 月
FAシ ステムの導入に欠かすことのできないセンサ技術について、センサの種類、動作原理、

周辺技術について実例を交えて学習します。

プログラマプル・コントローラ (PC)に よる自動化,省力化入門講座として、PCの基本

機能を説明するとともに実際の機器に触れながらプログラム作成等を学習します。

プログラマブルコントロー
ラによる
自動化・省力化技術入門

第
４２
期

22157月

第
４
期

10206～ 7月
プラスチックの成形加工技術について、成形材料、成形法、金型、成形機等について解説す

るとともに、具体的な成形不良対策や事例、問題点などを学習します。
プラスチック成形加工技術 34

第
４０
期

4412206 月
パソコンめ代表的な言語であるBASICの初歩からパソコン通信まで、初歩から応用まで

幅広い内容でゼミナールを中心とした実習を行います。
パ ソ コ ン

第
３９
期

醐
３０

日間

9

名

０

元年

月

金属材料の改質や長寿命化を図る熱処理技術について、その基礎理論から応用技術まで、実

習や実践上のアドバイスを交えて学習します。
金属材料の熱処理技術

期 時間数日数定員実施予定月内    容 の ポ    イ ン ト講  座  名

(注 )都合により開催月、内容等を変更す る場合があ ります

6
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科
学
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
充
分
に
持
ち
活
動
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
の
使
命
が

「利
益
の
追
求

・
存
続
」
と
言

っ

た

「自
己
生
命
保
存
の
法
則
」
か
ら
体
質
が
少
し
づ

つ
変
わ
っ
て
き
て
お
り
（
「共
同
生
命
保
存
の
法
則
」

を
見
い
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化

・
技
術
の
振
興
に
と
つ
て
そ
の
背

景
に
あ
る
科
学
を
学
び
と
り
、
活
動
す
る
事
が
国
際

舞
台
に
出
て
も
、
同
レ
ベ
ル
で
勝
負
で
き
る
体
質
づ

く
り
主
繋
が
る
も
の
セ
考
え
ま
す
。
最
後
に
滋
賀
県

に
も
学
園
都
市
が
で
き
、
理
工
系
の
大
学
と
の
交
流

が
で
き
る
事
を
切
に
望
む
も
の
で
す
。

科学と技術の違い

科 学 (Science)
¨一

術・技
一

・・．一一
・一
一一
一

．一・
・

目 的 原理の追求 製品開発,機能・信頼性などの追求

論  理  性 理論体系の整備が最優先となる
理論構成む重視されるが,そ の目的か

ら二義的である

実  用 性 実用性も考慮されるが,二義的である 何よりも優先する

対象とするもの

対象とするものや現象は,実用的なも

のを参考とするが,理論追求を主とし

て選ばれる

できるだけ実用品と近い形状で実施さ

れる。例えばエンジンとかエレクトロ

ニクス回路など

最終的な目標 自然との調和 人間生活への寄与

両 者 の 関 係

1技術に先行して人類の夢を開き,後

のフォローを技術にバトンタッチす

る

2技術があいまいにしている乳象を解

明する

3.原理を先に開き,可能性を示唆する

1科学で可能とした論理を利用して,

夢の商品を創造する

2技術で打破れない壁を科学で乗越え

その後をフォローする

3科学の内容を実用的に置き換える

Ｃ

Ｉ

Ｍ

６

ｏ
ヨ
程

汁
梁

‥
Ｊ
卜
£

ωヽ
汁
＆

‥

三
ω
５
魚
ωＯ
卜ｃ
一ヽ⊃
ｍ
）

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
統
合
生
産
。
シ
ム

と
通
称
さ
れ
る
。
現
段
階
で
は
部
分
的
に
自

動
化
さ
れ
て
い
る
生
産
の
各
分
野

（計
画

・

設
計

・
製
造
）
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い

て
、
共
通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
き
統
合

的
に
管
理

。
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昨
今
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
需
要
に
関
す
る
情
報
を
、
製
品
の
設

計

・
生
産
に
直
結
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
通
信
技
術
を
駆
使
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
Ｆ
Ａ
の
発
展
延
長
線
上
に
あ
り
、

具
体
化
す
る
た
め
に
は
工
場
内
に
お
け
る
Ｌ

Ａ
Ｎ

（企
業
内
情
報
通
信
網
）
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

イ
ミ
ダ
ス
ー
９
８
９

集
英
社
よ
り

5
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積水化学工業株式会社

滋賀栗東工場

いて

酒 井 唯 史

技

技術二課

課長

企
業
の
ト
ッ
プ
か
ら
第

一
線
に
到
る
ま
で
生
産
性

の
革
新
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
が
現
代
で
す
。

当
社
も
Ｔ
Ｑ
Ｃ

・
Ｔ
Ｐ
Ｍ

（ト
ー
タ
ル
　
プ
ロ
グ

ク
テ
ィ
ブ

ｏ
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
↓
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

な
ど
色
々
な
考
え
方
を
用
い
て
改
善
を
行

っ
て
来
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
性
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
工

場
も
見
違
え
る
ほ
ど
美
し
く
な
り
、
人
々
の
設
備

・

機
器
に
対
す
る
知
識
も
増
え
、
ス
キ
ル
フ
ル
に
な
り

ま
し
た
。
実
際
、
今
迄
、
専
門
家
に
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
熔
接
な
ど
も
自
分
で
で
き
、
考
え
た
事
を
自

分
の
手
で
作
り
あ
げ
る
事
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
作
業
が
標
準
化
さ
れ
、
従
来
に
比
ベ
ワ
ン

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
設
備
知
識

・
整
備
技
能
に
よ

り
作
業
者
が
容
易
に
設
備
の
維
持

。
管
理
を
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知
識
面
の
広
が
り
が
、
新
し

い
問
題
点
‐
を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
き
、
多
く
の
改

善
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
残
念
な
事
に
は
昔
な

が
ら
の
熟
練
や
勘
が
軽
視
さ
れ
、
現
象
を
じ
っ
く
り

観
察
し
変
化
を
感
じ
と
る
力
が
減

っ
て
き
た
こ
と
で

す
。
知
識
の
割
に
は
知
恵
が
不
足
し
て
き
た
も
の
と

反
省
し
て
い
ま
す
。
知
識
と
知
恵
の
関
係
に
似
た
も

の
に
科
学
と
技
術
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
技
術
を
メ
シ
の
種
に
働
い
て
い
る
訳
で
す

が
、
技
術
は
本
来

「方
法
。手
段
」
で
あ
っ
て
、
「目

的
」
と
そ
の
背
景
に
あ
る

「
理
念
」
が
な
け
れ
ば
、

人
間
の
役
に
は
立
ち
ま
せ
ん
。　
一
方
、
科
学
と
は
、

実
質
的
に
常
に
人
間
の
役
に
立
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
、
「真
理
の
探
求
」
と
言
う
陳
腐
な
言
葉
で
表
わ
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
の
原
理

・
原
則
を
知
ろ
う

と
す
る
人
間
の
内
か
ら
発
す
る
ご
く
自
然
な
欲
求
な

の
で
す
。
科
学
を
行
う
事
に
よ
り
我
々
の
知
性
が
豊

か
に
な
り
文
化
的
価
値
を
生
み
出
す
も
の
で
す
。

技
術
は
、
そ
の
知
識
を
応
用
し
て
い
く

「方
法
」

だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
企
業
は
技
術
を
中
心
に
経
済
大
国
に
な
り

ま
し
た
が
技
術
を
目
的
と
し
て
進
ん
で
き
た
た
め
多

く
の
国
と
の
摩
擦
が
生
じ
始
め
た
の
で
す
。
こ
れ
は

先
進
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
で
あ
る
科

学
を
な
さ
ず
、
営
利
を
目
的
と
し
た
技
術
の
み
追
求

し
た
結
果
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
証
拠
の

一
つ
と
し
て
、
材
料

（素
材
）
の
安
全

性
に
関
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有

害
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら

「公
的
基
準
が
な
い
」
と

言
う
理
由
で
依
然
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
或
は
充

分
な
安
全
性
を
実
証
し
て
い
な
い
の
に
市
販
し
て
い

る
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

素
材
の
安
全
性
に
関
し
て
は
、
欧
米
で
は
、
研
究

段
階
か
ら
多
額
の
投
資
を
し
、
実
証
し
て
来
た
も
の

で

「安
全
」
と
い
う

一
言
に
は
莫
大
な
金
額
が
か
か

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
従

っ
て
日
本
で
こ
の
結
果
を

知
り
製
造
を
始
め
る
事
は
ア
ン
フ
ェ
ア
な
事
な
の
で

す
。
技
術

（生
産
技
術
）
を
誇
る
我
国
も
、
応
々
に

し
て
同
業
者
が
乱
立
し

「
マ
ネ
」
し
合
い
過
当
競
争

を
演
じ
る
の
も
ア
ン
フ
ェ
ア
な
の
で
す
。

こ
れ
は
技
術
を
優
先
し
繁
栄
し
た
結
果
で
、
こ
れ

か
ら
の
国
際
舞
台
で
自
己
主
張
し
て
い
く
た
め
に
は
、

4
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形
式
で
自
由
に
プ
ラ
ン
さ
せ
る
）

具
体
的
に
は
各
々
に
用
途
、
目
的
、
要
求
性

能
等
が
違
う
の
で
独
自
の
命
名
を
し
、
Ｅ
Ｏ

Ａ
、

Ｌ

Ａ
、

Ｃ

Ａ

Ｄ
、

Ｍ

Ｗ

Ｓ

の
四

つ
の
Ｗ

Ｇ
で
構
成
し
た
。
　
　
　
―
注
　
参
照
＝

四
、
実
行
プ
ラ
ン
は
ス
テ
ツ
プ
ア
ッ
プ
方
式
で
浸

透
し
易
く

★
思
わ
ぬ
産
物

（新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
沸
い

て
き
た
）

前
述
の
よ
う
な
こ
と
を
慎
重
に
考
慮
し
な
が
ら
も
、

と
に
か
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
過
程
で
は
予

想
以
上
に
難
航
し
た
こ
と
、
意
外
に
ス
ム
ー
ズ
に
行

っ
た
こ
と
な
ど
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
結
果
的

に
は
プ
ラ
ス
面
の
方
が
多
く
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。
中
に
は
思
い
も
掛
け
ぬ
産
物
も
あ
っ
た
。

一
つ
は

「
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
ｅ
ｔ
」
で
、
Ｋ
は
草
津
、
Ｍ

は
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

（
マ
レ
ー
シ
ア
松
下
電
業
）
を
表
し
、

二
基
の
パ
ソ
コ
ン
を
各
々
に
設
置
し
、
そ
の
間
を
Ｋ

Ｄ
Ｄ
の
電
話
回
線
で
結
ん
だ
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
は
海
外
の
エ
ア
コ
ン
エ
場
と
の
間
で
図
面
、
仕

様
書
、
部
品
リ
ス
ト
等
の
技
術
情
報
の
送
受
信
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
行
え
、
今
ま
で
二
週
間
か
か
っ
て
い

た
も
の
が
３０
分
程
度
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

時
に
関
連
の
現
地
人
工
場
技
術
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
変
に
密
に
な
り
、
担
当
者
間
の
親
近

感
も
増
し
、
意
志
の
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

「
や
り
方
を
変
え
た
」
例
で

あ
る
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
は
今
後
更
に
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
生
ん
で
行
く
で
あ
ろ
う
。

カ
ミ
ス
を
０
に
す
る
」
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
更
に
研
き
を
か
け
れ
ば
経
営
的
に
も

大
変
に
強
力
な
武
器
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に

も
Ｖ
Ｐ
＆
Ｃ
シ
ス
テ
ム
、
各
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
等
々
が
続
々
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

☆
熟
慮
断
行
と
、
率
先
垂
範
と

何
事
を
行
う
に
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

最
初
の
壁
は
高
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

先
ず
組
織
の
長
が
身
を
も
っ
て
示
し
、
不
動
の
決
意

で
こ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
道
は
開
け
る
も
の
で
あ
る
。

高
い
壁
を
越
え
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
得
る
も
の
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
試
み

を
実
践
し
て
み
て
、
発
想
は
自
由
奔
放
に
、
プ
ラ
ン

エ
ン
グ
は
慎
重
に
、
そ
し
て
実
行
は

「愚
公
山
を
移

す
」
の
気
持
ち
で
取
り
組
む
事
が
肝
要
で
あ
り
、
道

路
を
作
れ
ば
自
然
に
街
が
出
来
る
よ
う
に
思
い
切
っ

て
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
の
意
識
の

変
革
が
進
み
〔
自
然
に
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し

た
も
の
で
あ
る
。

以
　
上

注

　
Ｅ
Ｏ
Ａ

【
田
ｏ
Ｌ
邸
器
３
硝

ｏ
嗽
一８

＞
二
ｏ
Ｂ
甲

一
中Ｏ
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
・下

Ｌ
Ａ

　

中
Ｆ
蝉
ず
ｑ
鉾
Ｒ
＜
＞
島
Ｒ
罵

一
一ｏ
β

Ｃ
Ａ
Ｄ

一
①
ｏ
日
〕
津
段

と

浄

α
∪
協
ぼ
ｐ

Ｍ
Ｗ
Ｓ

一
〓
中８

Ｆ

要

ｏ
井

砕
”
付
一巳

Ｗ

Ｇ

　

一
ョ

Ｈ
Ｒ

Ｉ

Ｂ
∞

０

８

臣
ｏ

卜́＼他 ネも
う

一
つ
は

「
Ａ
Ｉ

。
マ
イ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
」
で
、
「手
順
を
変
え
、
手
作
業
を
省
い
た
」
例

で
あ
る
。
近
年
あ
ら
ゆ
る
機
器
に
マ
イ
コ
ン
の
利
用

が
進
み
、
内
容
的
に
も
高
度
化
す
る
中

「プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
品
質
向
上
と
開
発
期
間
の
短
縮
」
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、
私
達
も
日
夜
努
力
し
て
い
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
前
述
の

「
Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
ｗ
Ｇ
」
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
制
御
仕
様
書
に
基
づ
い
て
い

き
な
り
制
御
デ
ー
タ
を
入
力
す
れ
ば

「
ソ
ー
ス
リ
ス

ト
と
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
自
動
的
に
生
成
さ
れ
る
」

も
の
で
あ
る
。
従
来
は
制
御
仕
様
書
に
基
づ
い
て
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
↓
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
の
イ
ン

プ
ッ
ト
↓
ア
セ
ン
ブ
ラ
↓
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
↓
…
…
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
で
行

っ
て
い
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

使
用
す
れ
ば
前
段
の
３
工
程
の
作
業
を
行
う
必
要
が

な
く
、
開
発
期
間
が
約
％
に
短
縮
さ
れ
る
と
共
に
「ポ

3

コンピュータ ウェイ
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田
日

■
■

●h NOW
知識

UTPUT
成果

DGE

寄
稿
記
事

―
点
か
ら
面
ヘ
ト
ー
身
ル
化
へ
の
取
組
み
―

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

エ
ア
コ
ン
事
業
部

部
長

松

本

秀

之

甫

を
乗
せ
る
」
と
い
う
従
来
と
違

っ
た
発
想
で
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
今
、
当
り
前
に
行

っ
て
い
る

「設
計
の
仕
事
の
や
り
方
を
ど
う
変
え
て

行

っ
た
ら
よ
い
か
、
即
ち
、
省
け
る
こ
と
は
何
か
、

や
り
方
、
手
順
、
手
続
き
、
様
式
な
ど
の
変
え
る
べ

き
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
行

っ
た
。

こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
に
な
い
発
想
が

生
ま
れ
、
斬
新
さ
も
加
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
又
、

資
料
を
ま
と
め
る
に
当

っ
て
、
内
容
は

「斬
新
で
、

判
り
易
く
、
論
理
的
で
あ
り
、
且
つ
夢
が
あ
る
」
こ

と
を
基
本
に
す
る
よ
う
申
し
合
せ
て
取
り
組
ん
だ
。

★
実
行
は
先
ず
拒
絶
反
応

へ
の
対
応
か
ら

こ
う
し
て
、
プ
ラ
ン
エ
ン
グ
が
完
了
し
た
。
こ
こ

迄
は
小
人
数
で
且
つ
専
任
担
当
者
の
集
ま
り
で
も
あ

り
、
何
と
か
進
む
の
が
普
通
で
あ
る
。
問
題
は

「実

際
の
形
と
し
て
実
現
さ
せ
」
且
つ
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

を

「全
員
が
活
用
し
所
定
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と

に
あ
る
。
第

一
の
疎
外
要
因
は
キ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー
か

ら
来
る

「拒
絶
反
応
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
屈
で
は

な
く
、
と
か
く
心
理
的
、
感
情
的
な
こ
と
が
原
因
で

あ
る
場
合
が
多
い
。
従

っ
て
、
進
め
方
に
は
工
夫
が

必
要
で
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
１
３０
作
戦
と
命
名
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開

二
、
若
い
人
中
心
で
な
く
、
中
間
管
理
職
を
先
頭

こ

三
、
全
員
参
加
の
推
進
チ
ー
ム
を
作
る

（同
好
会

商
品
設
計
の
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
化
へ
の

一
試
行

早
く
、
正
確
に
、
且
つ
楽
に
商
品
の
設
計
を
進
め

た
い
も
の
だ
と
予
て
よ
り
考
え
て
い
た
が
、
今
か
ら

二
年
ほ
ど
前
に
機
会
を
得
た
の
で
思
い
切
っ
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。
稼
働
を
始
め
て
か
ら
ま
だ

一
年

半
程
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
で
完
成
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
現
段
階
迄
の
こ
と
の
顛
末
を
僣
越
な
が

ら
述
べ
て
み
た
い
。

★
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
完
成
し
た
ら
目
的
の
大
半
を
達

成
し
た
の
と
同
じ

「間
接
部
門
の
Ｏ
Ａ
化
は
必
要
で
あ
り
早
く
取
り

組
む
べ
し
」
と
い
う
こ
と
は

一
般
的
に
も
云
わ
れ
、

理
解
も
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ざ

「効
果
の
程
は
？
」

「何
％
効
率
が
上
が
る
の
か
？
二
人
員
は
何
人
に
な

る
の
か
？
」
と
聞
か
れ
る
と
自
信
を
も
っ
て
答
え
る

の
は
大
変
に
難
し
い
の
が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
し
て
設
計
と
い
う
分
野
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
予
算
を
得
る
の
に
は
然
る
べ
き
効
果
、
金

額
又
は
効
率
化
の
数
字
が
必
要
で
あ
り
、
皆

一
様
に

悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
占
〔に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン

エ
ン
グ
の
時
点
で
、
例
外
な
く
私
達
も
大
変
に
悩
み
、

苦
労
し
た
。
時
間
も
掛
か

・！
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な

い
。
決
裁
を
得
た
と
き
は
正
直
、
ホ
ッ
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
「プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
出
来
れ
ば
９０
％
は
目
的

を
達
成
し
た
の
と
同
じ
」
と
も
云
う
人
も
い
る
が
正

に
同
感
で
、
時
間
を
掛
け
、
よ
く
計
算
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

★
発
想
を
変
え
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

従
来
か
ら
、
機
構
系

・
電
気
系
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
設
計
計

算
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
個
別
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利

用
が
そ
れ
な
り
に
進
め
ら
れ
、
か
な
り
進
歩
し
て
い

る
分
野
、
そ
う
で
な
い
分
野
等
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
商
品
設
計
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
見
渡
し
て
み

る
と
か
な
り
部
分
的
な
使
い
方
で
あ
り
、
系
統
的
で

は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は

「今
考

え
ら
れ
る
可
能
な
限
り
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム

（含
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
に
商
品
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

ゝ

2
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